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消

費

税

が

来

年

四

月

一

日

よ
り
、
現
行
の
五
％
か
ら
八
％

に
上
が
る
の
に
伴
い
、
政
府
で

は
消
費
税
率
引
上
げ
に
際
し
、

「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
を
確
保
の
た
め
の
、
消
費

税
の
転
嫁
を
阻
害
す
る
行
為
の

是
正
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

を
、
十
月
一
日
よ
り
施
行
し
ま

し
た
。 

 

今
回
の
特
別
措
置
法
の
目
的

は
、
特
定
事
業
者
に
よ
る
消
費

税
の
転
嫁
拒
否
等
の
行
為
を
迅

か
つ
効
果
的
に
是
正
す
る
た
め

の
特
別
措 

置
な
ど
、
所
要
の
法

整
備
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転

嫁
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
本
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
、
平
成
二
十
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
時
限
立

法
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
取

引
先
に
商
品
な
ど
を
納
入
す
る

際
に
、 

大
規
模
小
売
事
業
者
等

が
、
減
額
や
買
い
た
た
き
な
ど

に
よ
り 

消
費
税
の
転
嫁
（
消
費 

      

税
分
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
）
を 

拒
否
す
る
こ
と
な
ど
を
禁
止
す

る
こ
と
等
を
定
め
た
法
律
で
す
。 

 

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
次
の

四
つ
の
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。 

①
消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
の

行
為
の
是
正
に
関
す
る
特
別
措

置 

 

特
定
事
業
者
（
買
い
手
）
と

特
定
供
給
事
業
者(

売
り
手)
と

の
間
の
取
引
で
、
消
費
税
分
を

買
い
た
い
た
り
、
後
で
減
額
を

す
る
行
為
は
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。 

 

公
正
取
引
委
員
会
等
に
転
嫁

拒
否
等
の
事
実
を
知
ら
せ
た
こ

と
を
理
由
に
、
取
引
を
停
止
す

る
な
ど
の
「
報
復
行
為
」
も
禁

止
さ
れ
ま
す
。 

 

特
定
事
業
者
と
は
、
大
規
模

小
売
事
業
者(

売
上
高
百
億
円

以
上
ま
た
は
店
舗
面
積
三
千
㎡

以
上 

大
手
カ
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど) 

 

中
小
企
業
と
継

続
し
て
取
引
し
て
い
る
法
人
。 

 

特
定
供
給
事
業
者
と
は
、
転
嫁

拒
否
等
を
さ
れ
る
側
、
売
り
手
。 

      

②
消
費
税
の
転
嫁
を
阻
害
す

る
表
示
の
是
正
に
関
す
る
特
別

措
置 

 

消
費
種
の
誤
解
を
招
き
、
他

の
事
業
者
に
よ
る
円
滑
な
転
嫁

を
阻
害
す
る
「
消
費
税
還
元
セ

ー
ル
」
と
い
っ
た
広
告
や
宣
伝

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。 

 

消
費
税
は
「
最
終
的
に
は
消
費

者
が
負
担
し
、
事
業
者
が
納
付

す
る
税
金
」
で
あ
る
た
め
に
、

消
費
者
に
消
費
税
の
負
担
に
つ

い
て
誤
認
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。 

禁

止

さ

れ

る

主

な

表

示

例

と
し
て
は
、 

「

消

費

税

は

転

嫁

し

ま

せ

ん
」「
消
費
税
は
お
ま
け
し
ま
す
」

「
消
費
税
は
当
店
が
負
担
し
て

い
ま
す
」「
当
店
消
費
税
増
税
分

を
据
え
置
い
て
い
ま
す
」
等
々
。 

 

 

③
価
格
の
表
示
に
関
す
る
特

別
措
置 

 

原
則
は
あ
く
ま
で
も
「
総
額

表
示
」
で
す
が
、
総
額
表
示
義

務
に
つ
い
て
表
示
す
る
価
格
が

そ
の
時
点
に
お
け
る
税
込
み
価

格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た

め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合

に
限
り
、
税
込
み
価
格
を
表
示

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
た
め
の

必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
じ

る
。 

 

こ
の
特
例
を
適
用
す
れ
ば
明

ら
か
に
消
費
者
に
税
込
み
価
格

で
あ
る
と
認
識
で
き
る
表
示
で

あ
れ
ば
、
現
行
の
ま
ま
の
値
札

で
も
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
は
変
更
し
な
く
て

も
よ
い
と
さ
れ
根
値
札
を
張
り

替
え
る
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。 

  

④
消
費
税
の
転
嫁
及
び
表
示

の
方
法
の
決
定
に
係
る
共
同
行

為
に
関
す
る
特
別
措
置 

 

消
費
税
の
転
嫁
及
び
表
示
の
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来年 4 月１日からの消費税値上げに対し  

 

「消費税転嫁対策特別措置法が」施行 

日印産連はカルテル(共同行為)を結成 

買いたたきや減額は禁止されます! 

 

中
小
企
業
が
安
心
し
て
消
費
税
を
転
嫁
で
き
る
法
律 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
利
益
守
る 



方
法
に
つ
い
て
足
並
み
を
そ
ろ

え
た
い
と
い
う
場
合
は
，「
転
嫁

カ
ル
テ
ル
」
お
よ
び
「
表
示
カ

ル
テ
ル
」
を
認
め
る
独
占
禁
止

法
の
適
用
除
外
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。(
公
正
取
引
委
員
会

へ
の
事
前
の
届
け
出
が
必
要) 

 

転
嫁
カ
ル
テ
ル
＝
消
費
税
の

転
嫁
の
方
法
の
決
定
に
係
る
共

同
行
為 

・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ

自
主
的
に
定
め
て
い
る
本
体
価

格
に
消
費
税
額
分
を
上
乗
せ
す

る
旨
の
決
定 

 

・
消
費
税
額
分
を
上
乗
せ
し

た
結
果
、
計
算
上
生
ず
る
端
数

を
、
切
上
げ
、
切
捨
て
、
四
捨

五
入
等
に
よ
り
合
理
的
な
範
囲 

（ 

例 

本
体
価
格

9
8

円×

８
％
＝
消
費
税
額

7
.8

4

円
→

８
円
）
で
処
理
す
る
旨
の
決
定 

 

表
示
カ
ル
テ
ル
＝
消
費
税
に

つ
い
て
の
表
示
の
方
法
の
決
定

に
係
る
共
同
行
為 

・
消
費
税
率

引
上
げ
後
の
価
格
表
示
に
つ
い

て
統
一
的
な
表
示
方
法
を
用
い

る
旨
の
決
定 

 

（
例
）
「
消
費

税
込
価
格
」
と
「
消
費
税
額
」

と
を
並
べ
て
表
示 

 

「
消
費
税

込
価
格
」
と
「
消
費
税
抜
価
格
」

と
を
並
べ
て
表
示 

 

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会(

小
宮
山
光
男
会
長)

で
は
、
日
本
印
刷
産
業
連
合
会

(

足
立
直
樹
会
長)

が
、
こ
の
特

別
措
置
法
に
基
づ
い
て
「
消
費

税
の
転
嫁
及
び
表
示
方
法
の
決

定
に
係
る
共
同
行
為(

カ
ル
テ

ル)

」
を
結
成
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
た
め
、
こ
れ
に
参
加
す
る

た
め
に
傘
下
十
協
組
と
協
定
を

結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

消
費
税
の
転
嫁
及
び
表
示
の

方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
は
左

記
ま
で
。 

 

◆
消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー 

 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０

ー
２
０
０
ー
１
２
３ 

受
付
時

間 

平
日
九
時
か
ら
十
七
時 

 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

・
h

ttp
://w

w
w

.te
n

k
a

s
o

u
d

a
n

.

g
o

.jp
 

 

①
転
嫁
拒
否
等
の
是
正
、
転
嫁

カ
ル
テ
ル
・
表
示
カ
ル
テ
ル
に

関
す
る
問
合
せ
先 

公
正
取
引

委
員
会
取
引
企
画
課 

０
３
ー

３
５
８
１
ー
５
４
７
１ 

 

②
転
嫁
を
阻
害
す
る
表
示
の

是
正
に
関
す
る
問
合
せ
先 

消

費
者
庁
表
示
対
策
課 

０
３
ー

３
５
７
０
ー
８
８
０
０ 

 

③
消
費
税
の
総
額
表
示
義
務

の

特

例

に

関

す

る

問

合

せ

先 

財

務

省

主

税

局

税

制

第

二

課 

０
３
ー
３
５
８
１
ー
４
１
１
１ 

          

十
月
九
日
、
東
京
中
央
会
主

催
の
「
平
成
二
十
五
年
度
中
央

会
表
彰
式
」
が
千
代
田
区
丸
の

内
・
東
京
商
工
会
議
所
ビ
ル
七

階
「
国
際
会
議
場
」
に
お
い
て
、

来
賓
及
び
組
合
関
係
者
二
六
〇

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

表
彰
式
に
先
立
っ
て
第
一
部

の
記
念
講
演
で
は
政
策
研
究
大

学
院
大
学
名
誉
教
授
の
橋
本
久

義
氏
が
「
今
後
の
日
本
経
済
と

中
小
企
業
の
未
来
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
第
二
部
の
表
彰

式
に
移
り
、
大
村
功
作
会
長
の

挨
拶
の
後
、
本
会
表
彰
規
程
に

よ
る
組
合
功
労
者
一
三
〇
名
、

優
良
専
従
役
職
員
四
十
一
名
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
東
京
都
資
源
回
収

事
業
協
同
組
合
理
事
長
の
吉
浦

高
志
氏
（
組
合
功
労
者
）
及
び

東
京
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合

職
員
の
五
十
嵐
敦
子
氏
（
優
良

専
従
役
職
員
）
に
そ
れ
ぞ
れ
大

村
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

当
組
合
か
ら
は
㈲
ア
ー
ム

シ
ー
ル
代
表
取
締
役
の
高
橋
邦

浩
氏
が
、
組
合
功
労
者
と
し
て

表
彰
朝
つ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長
の
定
村 

光
氏
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は

多
数
の
来
賓
が
臨
席
さ
れ
、
東

京
都
産
業
労
働
局
長
の
塚
田
祐

次
氏
、
東
京
都
議
会
自
由
民
主

党
・
中
小
企
業
団
体
振
興
政
策

研
究
会
会
長
の
三
宅
し
げ
き
氏
、

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

取
締
役
常
務
執
行
役
員
の
佐
藤

昌
昭
氏
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

延
べ
ら
れ
、
最
後
に
田
口
薫
副

会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
表

彰
式
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

  

                                 

 

平成 25年度中央会表彰式  

 

高橋邦浩氏が組合  

功労者として表彰  

http://www.tenkasoudan.go.jp/
http://www.tenkasoudan.go.jp/
http://www.tenkasoudan.go.jp/


      

「
第
十
五
回
ラ
ベ
ル
関
連
ミ

ニ
機
材
展
」
は
、
十
一
月
十
六

日(

土
）
午
前
十
時
よ
り
、
台
東

区
柳
橋
の
東
商
セ
ン
タ
ー
展
示

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
で
十
五
回
目
を
迎
え

た
同
展
は
、
組
合
恒
例
行
事
と

い
う
よ
り
も
、
す
で
に
業
界
の

恒
例
行
事
と
な
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
も
十
七
社
が
出

展
、
最
新
鋭
機
材
を
展
示
し
ま

し
た
。 

今
回
出
展
し
た
の
は
、
丸 

伸
製
作
所
、
創
風
シ
ス
テ
ム
、 

 

 

  

     

村
田
金
箔
、
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
、

フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
、 

サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
本
ウ

エ
ス
ト
、
三
條
機
械
製
作
所
、

内
田
マ
シ
ナ
リ
ー
商
会
、
ヒ
ュ

ー
テ
ッ
ク
、
ミ
ヤ
コ
シ
、
エ
プ

ソ
ン
販
売
、
デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、 

光
文
堂
東
京
支
社
、
久
保
井
イ

ン
キ
、
ソ
ル
テ
ッ
ク
工
業
、
塚

谷
刃
物
製
作
所
の
十
七
社
と
、

今
回
初
め
て
青
年
部
が
、
部
員

各
社
の
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 

 

こ
こ
二
年
は
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
今
回
は
絶
好
の
秋

晴
れ
と
な
り
来
場
者
も
増
え
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、

逆
に
行
楽
日
和
と
い
う
こ
と
で

思
っ
た
ほ
ど
に
は
伸
び
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。 

 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
別
室
に
お
い
て
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
新

た
な
試
み
と
し
て
、
会
場
の
真

ん
中
に
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
十

二
社
が
わ
ず
か
五
分
間
と
い
う

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
自
社 

 

の
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
先
に
行
わ
れ
た
「
第

二
十
三
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
作
品
と
、

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
入

賞
作
品
も
併
せ
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
組
合
員
各
社
の
従
業

員
の
方
々
が
、
熱
心
に
手
に
取

り
、
中
に
は
ル
ー
ペ
で
の
ぞ
き

込
む
姿
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
人

気
の
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。 

 

十
五
回
目
を
迎
え
た
同
展
で

す
が
、
い
ま
や
大
阪
、
九
州
、

京
都
な
ど
の
組
合
で
も
後
を
追

い
か
け
る
よ
う
に
開
催
し
て
お

り
、
身
に
機
材
展
と
し
て
の
パ

イ
オ
ニ
ア
的
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
が
、
会
場
や
展
示
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
見
直
す
時
期

に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
の
が
今
回
の
感
想
で
し

た
。 

 

Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
Ｐ
Ｒ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が 

 
 

「
ジ
ッ
ピ
ー
」
に
決
定 

 

日
本
印
刷
産
業
連
合
会(

足

立
直
樹
会
長)

で
は
、
こ
の
ほ
ど

「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

(

Ｇ
Ｐ)

認
定
制
度
」
の
、
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
を
「
ジ

ッ
ピ
ー
」(

左
イ
ラ
ス
ト)

に
決

定
し
発
表
し
ま
し
た
。 

 

Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
は
日
印
産
連

が
認
定
機
関
と
な
り
、
日
印
産

連
「
各
印
刷
サ
ー
ビ
ス
」
グ
リ

ー
ン
基
準
に
基
づ
き
、
客
観
的

証
明
に
よ
り
認
定
を
行
い
、
認

定
マ
ー
ク
（
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
）
を

表
示
で
き
る
制
度
で
す
。 

 

 
 

  

                                 

ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
開
催 

関
連
業
者
十
七
社
が
最
新
機
材
を
出
展 

 

青
年
部
も
部
員
が
各
社
の
製
品
を
Ｐ
Ｒ 



               
 

 

東
京
都
で
は
雇
用
環
境
の
整

備
を
図
り
、
従
業
員
の
仕
事
と

生
活
の
両
立
を
推
進
す
る
企
業

を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
新

た
に
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
推
進
助
成
金
」
と
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
専
門
家

派
遣
」
の
二
つ
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推

進
助
成
金
事
業
は
、
社
内
に
お

け
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
普
及
啓
発
、
労
働
時
間
の
削

減
、
在
宅
勤
務
等
の
多
様
な
勤

務
形
態
の
実
現
等
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
取
組

み
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
の

一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。 

 

対
象
・
都
内
に
本
社
が
あ
り
、

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
三
百

人
以
下
の
企
業
等
。
常
時
雇
用

す
る
労
働
者
を
二
名
以
上
雇
用

し
て
い
る
こ
と
。 

 

助
成
額
・
一
事
業
者
当
た
り

百
万
円(

上
限/

年
度) 

最
長
で

連
続
す
る
二
年
度
助
成
。 

 

助
成
率
・
二
分
の
一 

 

募
集
期
限
・
十
二
月
二
十
日

ま
で
。 

 
応
募
方
法
・
所
定
の
申
請
書

(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可) 

 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推

進
専
門
家
派
遣
事
業
は
、
社
会

保
険
労
務
士
・
中
小
企
業
診
断

士
等
専
門
家
を
無
料
で
派
遣
し
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取

組
み
に
対
し
、
関
連
規
定
の
整

備
等
に
向
け
た
助
言
・
提
言
を

行
い
ま
す
。 

 

対
象
・
都
内
に
本
社
が
あ
り
、

常
時
雇
用
す
る
従
業
員
が
三
百

人
以
下
の
企
業
等
。
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
に
係
る
取

組
み
計
画
を
策
定
し
、
取
り
組

み
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
。 

 

派
遣
回
数
・
一
企
業
あ
た
り

最
大
五
回
ま
で
。 

応
募
方
法
・
所
定
の
申
請
書(

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可) 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
。 

 

東
京
都
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

亀
戸
事
務
所 

☎
０
３
‐
３
６

８
２
‐
６
３
２
１ 
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川
越
テ
ッ
ク
が
優
良
産
廃 

処
理
業
者
の
認
定
受
け
る 

 

川
越
テ
ッ
ク(

長
田
和
志
社

長)

で
は
、
組
合
員
と
締
結
し
て

い
る
「
産
業
廃
棄
物
処
分
委
託

基
本
契
約
書
」
の
産
業
廃
棄
物

処
分
業
許
可
証
が
こ
の
ほ
ど 

更
新
交
付
さ
れ
、
各
組
合
員
に

順
次
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
優
良
産
廃
処
理
業
者

の
認
定
を
受
け
た
た
め
、
新
し

い
許
可
証
の
期
限
は
七
年
間

(

平
成
三
十
二
年
九
月
四
日)

と

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
日
本
ウ
エ
ス
ト
、
川

越
テ
ッ
ク
の
日
頃
の
産
廃
処
理

業
務
の
姿
勢
が
行
政
に
高
く
評

価
さ
れ
た
結
果
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。 

 

業 

界 

短 

信 
 

 

代
表
取
締
役
社
長
に 

近
藤
剛
氏
が
就
任 

宣
進
印
刷 

 

東
支
部
の
宣
進
印
刷(

墨
田

区
千
歳
二
の
十
三
の
三)

で
は
、

こ
の
ほ
ど
代
表
取
締
役
社
長
に

近
藤
剛
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

な
お
、
近
藤
健
司
氏
は
取
締
役

会
長
に
、
近
藤
圭
介
氏
は
専
務

取
締
役
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。 

 

 

合
同
賀
詞
交
歓
会
は 

一
月
十
六
日
に
開
催 

 

平

成

二

十

六

年

度

の

合

同

賀
詞
交
歓
会
は
、
来
年
一
月
十

六
日(

木
）
午
後
五
時
よ
り
、
台

東
区
の
「
上
野
精
養
軒
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
回
は
東
京
都
正
札
シ
ー

ル
印
刷
協
同
組
合
の
担
当
で
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
会
費
は
一
万

円
、
青
年
部
は
七
千
円(

た
だ
し

事
業
主
は
除
く)

で
す
。
案
内
状

は
す
で
に
組
合
員
・
会
友
に
発

送
済
み
で
す
。 

 

 

ワークライフバランス推進事業  

助成金と専門家派遣で支援を! 

東京都が雇用環境の整備図り実施 

http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/
http://www.hataraku.metro.tokyo.jp/


■
尿
路
結
石
と
は 

腎
臓
、
腎
杯
、
腎
盂
、
尿
管
、

膀
胱
、
尿
道
か
ら
な
る
尿
路
に

結
石
が
形
成
さ
れ
た
状
態
を
尿

路
結
石
症
と
呼
び
ま
す
。
疼
痛

や
血
尿
が
主
な
症
状
で
す
が
、

尿
管
内
に
結
石
が
嵌
頓
す
る
と

疝
痛
発
作
と
呼
ば
れ
る
激
し
い

痛
み
を
生
じ
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。 

                

尿
路
結
石
症
は
、
そ
の
発
生

部
位
に
よ
り
、
上
部
尿
路
結
石

（
腎
結
石
、
尿
管
結
石
）
と
下

部
尿
路
結
石
（
膀
胱
結
石
、
尿

道
結
石
）
と
大
き
く
二
つ
に
区

分
さ
れ
ま
す
。 

一
九
五
〇
年
頃

ま
で
は
、
上
部
尿
路
結
石
と
下

部
尿
路
結
石
は
ほ
ぼ
同
数
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
上
部
尿
路
結

石
が
徐
々
に
増
加
し
、
最
近
で

は
上
部
尿
路
結
石
が
約
九
六
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
性
別
で
は
、

男
女
比
が
２
．
４
対
１
で
、
女

性
よ
り
男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
。 

■
原
因
は 

 

全
国
疫
学
調
査
（
二
〇
〇
五

年
）
で
は
、
上
部
尿
路
結
石
の

年
間
罹
病
率
は
、
人
口
十
万
人

対
一
三
四
人
（
男
性
一
九
二
名
、

女
性
七
九
名
）
で
す
。
一
九
九

五
年
と
比
較
す
る
と
約
一
・
六

倍
、
一
九
六
五
年
と
の
比
較
で

は
約
三
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

生
涯
罹
病
率
は
、
男
性
で
一

五
・
一
％
、
女
性
で
六
・
八
％

で
あ
り
、
男
性
で
は
七
人
に
一

人
が
、
女
性
で
は
一
五
人
に
一

人
が
、
生
涯
に
一
度
は
上
部
尿

路
結
石
に
罹
患
す
る
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

尿

路

結

石

症

の

患

者

数

が

年
々
増
え
続
け
て
い
る
要
因
と

し
て
、
①
食
生
活
や
生
活
様
式

の
欧
米
化
の
定
着
、
②
診
断
技

術
の
向
上
、
③
人
口
構
成
の
高

齢
化
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

尿
路
結
石
は
、
無
機
成
分
と

有
機
成
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
無
機
成
分
が
飽
和
状
態

を
超
え
る
と
結
晶
核
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。
次
い
で
、
そ
の
結
晶

が
成
長
、
や
が
て
凝
集
し
、
腎

上

皮

細

胞

に

付

着

、

そ

し

て

種
々
の
有
機
成
分
を
取
り
込
み

な
が
ら
結
石
化
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

最
も
頻
度
の
高
い
結
石
は
、

シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
代
表
さ
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
結
石
で
あ
り
、

男
女
と
も
約
九
〇
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
尿
酸
代
謝
に
関
わ
る

尿
路
結
石
と
い
え
ば
尿
酸
結
石

が
想
起
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
に

お
い
て
は
欧
米
よ
り
そ
の
頻
度

は
低
く
、
約
五
％
程
度
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
尿
酸

結
石
の
頻
度
は
低
い
と
い
っ
て

も
、
高
尿
酸
血
症
や
痛
風
と
い

っ
た
尿
酸
代
謝
異
常
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
含
有
結
石
の
形
成
に
深

く
関
与
し
て
い
る
た
め
、
尿
路

結
石
症
と
高
尿
酸
血
症
の
関
係

は
き
わ
め
て
重
要
で
す
。 

■
予
防
策
は 

 

水
分
を
多
く
摂
取
し
、
尿
量

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
結
石

成
分
や
発
生
原
因
の
如
何
を
問

わ
ず
、
再
発
予
防
の
基
本
と
な

り
ま
す
。
結
石
形
成
の
リ
ス
ク

は
、
一
日
尿
量
が
千
ｍ
Ｌ
以
下

で
増
加
し
、
２
千
ｍ
Ｌ
で
低
下

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
尿
路
結
石
の
再
発
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
水
分
摂
取
量
を
二

千
ｍ
Ｌ
以
上
と
す
る
こ
と
が
理

想
的
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に

は
二
千
ｍ
Ｌ
以
上
の
水
分
量
を

一
日
で
摂
取
す
る
こ
と
が
難
し

い
こ
と
が
多
く
、
患
者
さ
ん
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
季
節
な
ど

を
考
慮
し
、
現
実
的
な
量
の
摂

取
を
勧
め
ま
す
（
例
え
ば
、「
コ

ッ
プ
１
杯
の
お
水
を
、
食
事
ご

と
に
な
る
べ
く
飲
む
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
指
導
す
る
と
、

五
〇
〇
～
六
〇
〇
ｍ
Ｌ
の
水
分

量
が
増
や
せ
ま
す
）
。 

 

水
分
の
補
給
源
と
し
て
、
日

本
人
の
生
活
習
慣
か
ら
は
、
通

常
の
水
道
水
や
シ
ュ
ウ
酸
含
有

の
少
な
い
麦
茶
や
ほ
う
じ
茶
な

ど
の
茶
類
が
現
実
的
で
す
。
糖

分
を
多
く
含
む
清
涼
飲
料
水
や

ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
、
高
尿
酸

血
症
や
尿
路
結
石
形
成
を
促
す

可
能
性
の
あ
る
飲
み
物
に
つ
い

て
は
、
過
剰
摂
取
を
避
け
た
方

が
良
い
で
す
。 

《
引
用
資
料
》 

h
ttp

://w
w

w
.to

r
ii.c

o
.jp

/u
r
a

t1
/c

u
r
r
e

n
t_

to
p

ic
s
/a

b
c
/q

_
1

.

h
tm

l 

 

                                 

 

No 116 健康がいちばん ! 

激しい痛みの尿路結石とは 

水分補給し尿量増加で防止 

 

http://www.torii.co.jp/urat1/current_topics/abc/q_1.html
http://www.torii.co.jp/urat1/current_topics/abc/q_1.html
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http://www.torii.co.jp/urat1/current_topics/abc/q_1.html
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